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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の図柄を移動表示可能な複数の図柄表示装置と、
　前記図柄表示装置の移動表示を開始させるスタートスイッチと、
　前記各図柄表示装置に対応し、当該図柄表示装置の移動表示を個別に停止させる複数の
ストップスイッチと、
　前記図柄表示装置、スタートスイッチ及びストップスイッチを制御する電子的制御装置
とを備え、
　前記電子的制御装置には、
　前記図柄表示装置における図柄の停止態様を決定するための乱数を発生させる乱数発生
手段と、
　前記スタートスイッチのスタート信号にもとづいて、前記乱数発生手段により発生した
乱数を抽選する乱数抽選手段と、
　前記スタートスイッチのスタート信号にもとづいて、前記図柄表示装置の移動表示を開
始させ、
　前記乱数抽選手段により抽選した抽選乱数と、前記各ストップスイッチのストップ信号
とにもとづいて、対応する図柄表示装置の移動表示を個別に停止可能なゲーム制御手段と
を備え、
　前記ゲーム制御手段には、
　通常ゲームを制御する通常ゲーム制御手段と、
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　この通常ゲームの結果、図柄表示装置の停止態様が特別ゲーム移行態様に一致したこと
を条件に、前記通常ゲームより遊技者に有利な特別ゲームを行わせる特別ゲーム制御手段
と、
　前記複数のストップスイッチのうち、予め設定した少なくとも１つのストップスイッチ
からのストップ信号に従って、前記乱数抽選手段により抽選した抽選乱数に関わらず、当
該対応する図柄表示装置の移動表示を停止させる停止制御解除ゲームを行わせる停止制御
解除手段とを備え、
　前記電子的制御装置には、
　前記通常ゲーム制御手段による通常ゲームから停止制御解除手段による停止制御解除ゲ
ームへの移行条件、及び停止制御解除手段による停止制御解除ゲームから通常ゲーム制御
手段による通常ゲームへの移行条件を判定する条件判定手段を備え、
　前記条件判定手段には、
　停止制御解除手段による停止制御解除ゲームにおいて、図柄表示装置の停止態様が特別
ゲーム移行態様に一致する可能性があるかを既に移動表示を停止した図柄の組み合わせに
基づいて判定し、既に移動表示を停止した図柄の組み合わせが特別ゲーム移行態様に一致
する可能性があると判定したことを条件に中断判定信号を出力する中断条件判定手段と、
　停止制御解除ゲームのゲーム回数が、所定のゲーム回数に達したことを条件に、停止制
御解除ゲームを終了させる終了条件判定手段とを備え、
　前記ゲーム制御手段には、
　前記中断条件判定手段からの中断判定信号の入力を条件に、前記停止制御解除手段によ
る移動表示を停止させる制御を中断し、図柄表示装置の停止態様が特別ゲーム移行態様に
一致しないように、特別ゲーム移行態様以外の停止態様となるように、図柄表示装置の移
動表示を制御して停止させる停止制御解除一時中断手段を備えた、
　ことを特徴とするスロットマシン。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　この発明は、スロットマシンに関し、特に所定の条件にもとづいて、遊技者の技術介入
の成果を発揮できるようにしたものである。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、この種のスロットマシンとしては、メダルの投入を条件に、図柄表示装置におい
て複数の図柄を移動表示させ、その後、遊技者の操作に基づいて各図柄の移動表示を個別
に停止させていた。
　そして、各図柄の移動表示が停止した際の表示態様が予め定めた所定の組み合わせであ
った場合に、所定数のメダルを賞として払い出したり、通常遊技と比較して遊技者に有利
な特別遊技を行わせる等して、遊技者に利益を与えていた。
【０００３】
　このような従来のスロットマシンでは、図柄表示装置の停止制御は、遊技者によるスト
ップスイッチの操作と、電子的制御装置における抽選乱数とにもとづいて行われていた。
　図柄表示装置の停止制御を行っていたのは、図柄表示装置の停止制御を、遊技者による
ストップスイッチの操作のみにもとづいて行った場合には、遊技者の技術の熟練度に応じ
てゲームの利益が決定されてしまい、遊技者間の公平が図れないばかりでなく、遊技店の
利益管理も困難となるという問題点があったことによる。
【０００４】
　すなわち、遊技者間の公平を図るとともに、遊技店における利益管理を容易なものとす
るため、遊技者によるストップスイッチの操作に加えて、電子的制御装置における抽選乱
数もとづく停止制御という遊技者の技術介入が及ばない要素にもとづいて、図柄表示装置
の停止制御を行っていた。
　しかし、上記したようなスロットマシンでは、図柄表示装置の停止制御に抽選乱数にも
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とづく制御を導入したため、遊技者間の公平は図れるものの、遊技者の技術介入の余地が
少なくなり、遊技者を熟練度によって差別化することができないので、ゲームの面白味が
なくなるという問題点が生じてしまった。
【０００５】
　このため、遊技中に特定の条件が達成されると、予め定めたゲーム回数分、抽選乱数に
応じた停止制御を中止するようなスロットマシンが提案され、特開平5-74391号公報に開
示されている。
　このスロットマシンは、表示窓内にそれぞれ所定の図柄を表示する複数のリールを、抽
選乱数に応じて停止制御する制御装置を備えている。そして、遊技中に特定の条件が達成
されると、予め定めたゲーム回数分、制御装置が上記の抽選乱数に応じた停止制御を中止
するようにしている。
【０００６】
　すなわち、特定の条件が達成されてリールの停止制御が中止されている間は、回転して
いるリールの停止位置は、遊技者による停止操作タイミングで決定されるようになってい
る。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
　しかし、上記した特開平5-74391号公報に開示された従来のスロットマシンでは、リー
ルからなる図柄表示装置の停止制御において、抽選乱数にもとづく制御を解除するととも
に、遊技者によるストップスイッチの操作のみにもとづいて停止制御が行われている場合
に、このような抽選乱数にもとづく停止制御を解除したゲームをあと何回継続できるかを
遊技者に知らせるための手段がなかった。
【０００８】
　このため、遊技者が知らない間に抽選乱数による停止制御を解除したゲームが終了して
しまったり、またゲーム回数を数えることに意識を奪われてゲームに集中できない等、ゲ
ームの面白味がなくなってしまうといった第１の問題点があった。
　また、抽選乱数にもとづく停止制御を解除したゲームの終了条件は、このようなゲーム
の回数のみにもとづいて決定されているため、熟練した遊技者は、許されたゲーム回数の
全てにおいて入賞させることも可能であり、遊技店が予定している以上の利益を与えてし
まうこととなり、遊技者と遊技店の利益の均衡を図れないといった第２の問題点があった
。
【０００９】
　さらに、抽選乱数にもとづく停止制御を解除したゲームにおいて、遊技者によるストッ
プスイッチの操作にのみもとづいて図柄表示装置の停止制御を行ったのでは、抽選乱数に
もとづく停止制御を解除したゲーム中に、さらに特別遊技を開始させるための図柄表示装
置の停止態様となるよう、図柄の移動表示を停止させることも可能となり、遊技者にとっ
て有利なゲーム態様が無制限に行われて、遊技店の利益を不当に害してしまうといった第
３の問題点があった。
【００１０】
　そこで、請求項１記載の発明は、上記した従来の技術の有する問題点に鑑みてなされた
ものであり、その目的とするところは、次の点にある。
　すなわち、請求項１記載の発明は、特定の条件にもとづいて行われる抽選乱数にもとづ
く停止制御を解除したゲームにおいて、特別ゲームには移行できないように制御すること
により、遊技店の利益を不当に害することがないスロットマシンを提供しようとするもの
である。
【００１１】
【００１２】
【００１３】
【００１４】
【００１５】
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【００１６】
【課題を解決するための手段】
（特徴点）
　各請求項にそれぞれ記載された各発明は、上記した各目的を達成するためになされたも
のであり、各発明の特徴点を図面に示した発明の実施の形態を用いて、以下に説明する。
【００１７】
　請求項１記載の発明は、次の点を特徴とする。
　すなわち、図１,２に示すように、スロットマシン(10)には、複数の図柄を移動表示可
能な複数の図柄表示装置(40)と、前記図柄表示装置(40)の移動表示を開始させるスタート
スイッチ(60)と、前記図柄表示装置(40)の移動表示を個別に停止させる複数のストップス
イッチ(70)と、前記図柄表示装置(40)、スタートスイッチ(60)及び各ストップスイッチ(7
0)を制御する電子的制御装置(130)とを備える。
【００１８】
　前記電子的制御装置(130)には、図１に示すように、前記図柄表示装置(40)における図
柄の停止態様を決定するための乱数を発生させる乱数発生手段(140)と、前記スタートス
イッチ(60)のスタート信号にもとづいて、前記乱数発生手段(140)により発生した乱数を
抽選する乱数抽選手段(150)と、前記スタートスイッチ(60)のスタート信号にもとづいて
、前記図柄表示装置(40)の移動表示を開始させ、前記乱数抽選手段(150)により抽選した
抽選乱数と、前記各ストップスイッチ(70)のストップ信号とにもとづいて、複数の図柄表
示装置(40)の移動表示を停止させるゲーム制御手段(160)とを備える。
【００１９】
　前記ゲーム制御手段(160)には、図１に示すように、通常ゲームを制御する通常ゲーム
制御手段(161)と、この通常ゲームの結果、各図柄表示装置(40)の停止態様が特別ゲーム
移行態様に一致したことを条件に、前記通常ゲームより遊技者に有利な特別ゲームを行わ
せる特別ゲーム制御手段(162)と、この特別ゲーム制御手段(162)による特別ゲームの終了
後、前記各ストップスイッチ(70)のうち、予め設定した少なくとも１つのストップスイッ
チ(70)からのストップ信号に従って、前記乱数抽選手段(150)により抽選した抽選乱数に
関わらず、当該対応する１の図柄表示装置(40)の移動表示を停止させる停止制御解除ゲー
ムを行わせる停止制御解除手段(163)とを備える。
【００２０】
　前記電子的制御装置(130)には、図１に示すように、通常ゲーム制御手段(161)による通
常ゲームから停止制御解除手段(163)による停止制御解除ゲームへの移行条件、停止制御
解除手段(163)による停止制御解除ゲームから通常ゲーム制御手段(161)による通常ゲーム
への移行条件を判定する条件判定手段(180)とを備える。
【００２１】
　前記条件判定手段(180)には、図６,７に示すように、停止制御解除手段(163)による停
止制御解除ゲームにおいて、図柄表示装置(40)の停止態様が特別ゲーム移行態様に一致す
る可能性があるかを既に移動表示を停止した図柄の組み合わせに基づいて判定し、既に移
動表示を停止した図柄の組み合わせが特別ゲーム移行態様に一致する可能性があると判定
したことを条件に中段判定信号を出力する中断条件判定手段(183)と、停止制御解除ゲー
ムのゲーム回数が、所定のゲーム回数に達したことを条件に、停止制御解除ゲームを終了
させる終了条件判定手段(182)とを備える。
　前記ゲーム制御手段(162)には、前記中断条件判定手段(183)からの中断判定信号の入力
を条件に、前記停止制御解除手段(163)による移動表示を停止させる制御を中断し、図柄
表示装置(40)の停止態様が特別ゲーム移行態様に一致しないように、特別ゲーム移行態様
以外の停止態様となるように、図柄表示装置(40)の図柄の移動表示を制御して停止させる
停止制御解除一時中断手段(165)を備える。
【００２２】
　上記電子的制御装置(130)は、具体的には、例えばＣＰＵ（中央演算装置）、ＲＯＭ（
リードオンリメモリ）、ＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ）等を備えたマイクロコンピュ
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ータにより構成され、ＲＯＭに記憶されたプログラムに基づき、スロットマシン(10)の制
御が行われる。
【００２３】
　また、電子的制御装置(130)の上記各手段は、電子的制御装置(130)を構成する電子回路
により構成される。
【００２４】
【００２５】
【００２６】
【００２７】
【００２８】
【００２９】
【００３０】
（作用）
　つぎに、上記した特徴点を備えた各請求項にそれぞれ記載された各発明の作用について
、以下に説明する。
【００３１】
　請求項１記載の発明によれば、次のような作用を奏する。
　すなわち、遊技者が、スロットマシン(10)にメダルを投入して、スタートスイッチ(60)
を操作すると、図柄表示装置(40)において、複数の図柄の移動表示が開始される。
　電子的制御装置(130)では、乱数発生手段(140)により、図柄表示装置(40)における図柄
の停止態様を決定するための乱数を発生させるとともに、乱数抽選手段(150)により、ス
タートスイッチ(60)のスタート信号にもとづいて、前記乱数発生手段(140)により発生し
た乱数を抽選する。
【００３２】
　遊技者がストップスイッチ(70)を操作すると、ゲーム制御手段(160)では、乱数抽選手
段(150)により抽選した抽選乱数と、前記ストップスイッチ(70)のストップ信号とにもと
づいて、図柄表示装置(40)における図柄の移動表示を停止させる。
　このような通常ゲームは、通常ゲーム制御手段(161)の制御にもとづいて行われる。
【００３３】
　図柄表示装置(40)における図柄の停止態様が特別ゲーム移行態様である場合には、特別
ゲーム制御手段(162)により、通常ゲームと比較して遊技者に有利な特別ゲームを行わせ
る。
【００３４】
　条件判定手段(180)では、開始条件判定手段(181)により、通常ゲーム制御手段(161)に
よる通常ゲーム中、停止制御解除ゲーム移行条件が達成されたと判定されると、停止制御
解除手段(163)による停止制御解除ゲームを開始させる。
　停止制御解除ゲームは、複数のストップスイッチ(70)のうち、予め設定した少なくとも
１つのストップスイッチ(70)については、抽選乱数による停止制御を解除し、当該ストッ
プスイッチ(70)のストップ信号に従って、乱数抽選手段(150)により抽選した抽選乱数に
関わらず、図柄表示装置(40)の移動表示を停止させることにより行われる。
【００３５】
【００３６】
【００３７】
【００３８】
【００３９】
【００４０】
【００４１】
　停止制御解除ゲームにおいて、条件判定手段(180)の中断条件判定手段(183)により、図
柄表示装置(40)における既に移動表示を停止した図柄の組み合わせが特別ゲーム移行態様
が特別ゲーム移行態様に一致する可能性があるかを判定する。
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　そして、特別ゲーム移行態様に一致する可能性があると判定した場合には、停止制御解
除一時中断手段(165)は、前記停止制御解除手段(163)による移動表示を停止させる制御を
中断し、図柄表示装置(40)の停止態様が特別ゲーム移行態様に一致しないように、特別ゲ
ーム移行態様以外の停止態様となるように、図柄表示装置(40)の図柄の移動表示を制御し
て停止させる。
　また、終了条件判定手段(182)は、停止制御解除ゲームのゲーム回数が、所定のゲーム
回数に達したことを条件に、停止制御解除ゲームを終了させる。
【００４２】
【発明の実施の形態】
（実施の形態の第１の例）
　図１,２は、本発明の実施の形態の第１の例を示すものである。
　図１はスロットマシンの概略構成を示したブロック図、図２はスロットマシンの正面図
をそれぞれ示す。
（スロットマシン）
　図２中、10は、スロットマシンを示すもので、このスロットマシン10は、箱状の本体20
の前面に、フロントパネル30を設け、フロントパネル30の表面には、そのほぼ中央に３個
の図柄表示装置40を設けてある。
【００４３】
　この３個の図柄表示装置40は、３個の表示窓41 を横並びに設けるとともに、各表示窓4
1の内部に、左側、中央、右側の３個の回転リール42 の外周表面をそれぞれ臨ませて構成
されている。
　そして、上記各回転リール42には、それぞれ外周表面に複数の図柄（図示せず）を表示
してある。具体的には、回転リール42の外周表面に、複数の図柄が所定間隔で印刷された
リールテープを貼り付ける等して、回転リール42の外周表面に複数の図柄を表示する。こ
の図柄は、例えばトランプ等を模したもので、「Ａ（エース）」「キング」「クイーン」
「ジョーカー」「７」「チェリー」「エンジェル」等の図柄から構成されている。
【００４４】
　そして、各回転リール42を回転させることにより、各表示窓41内に、上下方向に複数の
図柄を所定間隔で移動表示させることができる。
　上記フロントパネル30の各表示窓41には、横３列と斜め２列の合計５列の有効ライン表
示50 が施されている。この有効ライン表示50は、投入したメダル数に応じて、１列から
５列までのラインが有効となることを示したもので、３個の図柄表示装置70の表示窓71に
停止表示された図柄のうち、有効となったライン上に停止表示された図柄の組合せ如何に
より、入賞か否かが決定する。
【００４５】
　なお、各図柄表示装置40は、上記したように回転リール42により構成するのではなく、
液晶表示装置等により構成し、この液晶表示装置により複数の図柄を移動表示するように
しても良い。
　前記フロントパネル30の表面には、図２に示すように、表示窓41の向かって左斜め下方
に、３個の回転リール42 を回転させて、各表示窓41に表示された複数の図柄の移動表示
を開始させるためのレバー状のスタートスイッチ60を設け、各表示窓41の下方には、対応
する各回転リール42の回転を停止させて、複数の図柄の移動表示を各々個別に停止させる
ための左、中、右からなるボタン状の３個のストップスイッチ70 をそれぞれ設け、右側
の表示窓41の向かって右斜め下方には、スロットマシン10にメダルを投入するためのメダ
ル投入口80を設け、右側のストップスイッチ70の向かって右側には、機内にクレジットさ
れたメダルを遊技メダルとして投入を指示するためのボタン状のメダル投入スイッチ90を
設け、メダル投入スイッチ90の向かって右側には、機内にクレジットされたメダルを排出
させるためのボタン状の精算スイッチ100を設けてある。
【００４６】
　また、前記フロントパネル30の下方のスロットマシン10の表面には、図２に示すように
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、メダル排出装置（図示せず）等により排出されたメダルが溜まり込むメダル排出皿110
を設けてある。
（回数表示装置）
　また、前記フロントパネル30の表面には、図２に示すように、図柄表示装置40の上方に
、後に詳述する停止制御解除ゲームにおけるゲーム回数等を表示する回数表示装置120を
設けてある。
【００４７】
　上記回数表示装置120を、図３にもとづいて説明する。
　回数表示装置120は、図３に示すように、上下２段の表示器から構成され、下段には、
３個の７セグメント表示器を横並びに配置したゲーム回数表示部121が設けられ、上段に
は、同じく３個の７セグメント表示器を横並びに配置した入賞回数表示部122が設けられ
ている。そして、各７セグメント表示器は、「０～９」までの数字を表示することができ
る。
【００４８】
　ゲーム回数表示部121は、図３に示すように、左側の１桁の７セグメント表示器が、現
在行っているゲームの回数を表示し、右側の２桁の７セグメント表示器が、最大可能ゲー
ム回数を表示する。したがって、当該ゲームを２回行っており、最大２０回当該ゲームが
可能である場合は、ゲーム回数表示部121には、「２／２０」と表示される。
【００４９】
　入賞回数表示部122は、図３に示すように、右側の１桁の７セグメント表示器が、当該
ゲームにおいて現在までに入賞した入賞回数を表示し、右側の２桁の表示器が最大入賞可
能ゲーム回数を表示する。したがって、当該ゲームにおいて現在までに２回入賞しており
、最大８回まで入賞することができる場合には、「２／８」と表示される。
（ゲーム状況表示部）
　また、前記フロントパネル30の表面には、図２に示すように、図柄表示装置40の右側に
、現在のゲームの状況を表示するためのゲーム状況表示部123が設けられている。
【００５０】
　このゲーム状況表示部123は、図４に示すように、上下方向に配列された５つのゲーム
状態を表示する部分と、各ゲーム状態を表示した部分に対応するフロントパネル30の後方
に設けられたランプ（図示せず）とから構成されている。ゲーム状態を表示する部分には
、本実施の形態には、下から順に、「リプレイ」、後述する停止制御解除ゲームとしての
「フリーゲーム」、「レギュラーボーナス」、特別ゲームとしての「ビッグボーナス」、
「チャンスゲーム」の５種類のゲーム状態が表示されている。そして、各々該当するゲー
ム状態になった場合には、対応するゲーム状態を表示する部分のランプが点灯する。例え
ば後述する停止制御解除ゲームとなった場合には、ゲーム状態を表示する部分のうち、「
ＦＲＥＥＧＡＭＥ」と表示されている部分のランプが点灯して、現在のゲーム状態は、停
止制御解除ゲームであることを表示する。
（電子的制御装置）
　上記スロットマシン10内の適宜箇所には、図柄表示装置40、スタートスイッチ60及びス
トップスイッチ70を制御するための電子的制御装置130を設けてある。
【００５１】
　前記電子的制御装置130は、例えばＣＰＵ,ＲＯＭ,ＲＡＭ等を備えたマイクロコンピュ
ータにより構成され、ＲＯＭに記憶したプログラムに基づいて、図柄表示装置40、スター
トスイッチ60及びストップスイッチ70を制御している。
　具体的には、電子的制御装置130には、図１に示すように、乱数発生手段140と、乱数抽
選手段150と、ゲーム制御手段160と、回数計数手段170と、条件判定手段180とを備えてい
る。
【００５２】
　この電子的制御装置130には、図１に示すように、その入力側に、Ｉ／Ｏ（インターフ
ェイス回路）190を介して、スタートスイッチ60と、ストップスイッチ70とが接続されて
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いる。また、この電子的制御装置130には、図１に示すように、その出力側に、ドライバ2
00を介して、図柄表示装置40と、回数表示装置120とが接続されている。
【００５３】
　先に説明したように、回数表示装置120には、図１に示すように、停止制御解除ゲーム
におけるゲーム回数を表示するためのゲーム回数表示部121と、入賞回数表示部122とを備
えている。
（乱数発生手段、乱数抽選手段）
　上記乱数発生手段140は、図柄表示装置40における図柄の停止態様を決定するための乱
数を発生させる部分である。
【００５４】
　上記乱数抽選手段150は、スタートスイッチ60のスタート信号にもとづいて、前記乱数
発生手段140により発生した乱数を抽選する部分である。
（ゲーム制御手段）
　上記ゲーム制御手段160は、スタートスイッチ60のスタート信号にもとづいて、各図柄
表示装置40における図柄の移動表示を開始させ、乱数抽選手段150により抽選した抽選乱
数と、各ストップスイッチ70のストップ信号とにもとづいて、対応する図柄表示装置40の
移動表示を停止させる部分である。
【００５５】
　このゲーム制御手段160には、図１に示すように、通常ゲーム制御手段161と、特別ゲー
ム制御手段162と、停止制御解除手段163と、ゲーム結果判定手段164とを備えている。
（通常ゲーム制御手段、特別ゲーム制御手段）
　上記通常ゲーム制御手段161は、通常ゲームを制御する部分である。
【００５６】
　上記特別ゲーム制御手段162は、通常ゲームの結果、図柄表示装置40における図柄の停
止態様が特別ゲーム移行態様に一致したことを条件に、通常ゲームと比較して遊技者に有
利な特別ゲームを行わせる部分である。また、特別ゲーム制御手段162は、特別ゲームに
移行すると、ゲーム状況表示部123に、現在のゲーム状況を表示させる。具体的には、特
別ゲーム制御手段162は、ゲーム状況表示部123の「ビッグボーナス」の表示部分のランプ
を点灯あるいは点滅させる。
【００５７】
　通常ゲームと特別ゲームとを、さらに詳しく説明する。
　通常ゲームとは、具体的には、図柄表示装置40に表示される図柄の停止態様が、予め定
めた当たりの図柄の組み合わせとなった場合、例えば「キング」「キング」「キング」等
が有効ライン上に停止表示された場合に、所定枚数、例えば８枚のメダルが払い出される
ようなゲームである。
【００５８】
　通常ゲームにおいては、乱数抽選手段150における乱数の抽選にもとづいて、電子的制
御装置130内でソフトウェア的に当たりを発生させる条件が決定し、この当たりが発生す
る条件が整うと、遊技者によるストップスイッチ70 の操作タイミングにもとづいて、図
柄表示装置40に表示される図柄が停止する。
　すなわち、各図柄表示装置40の停止制御は、乱数抽選手段150による乱数の抽選と、遊
技者によるストップスイッチ70の操作とにもとづいて行われる。
【００５９】
　特別ゲームとは、具体的には、図柄表示装置40に表示される図柄の停止態様が、予め定
めた特別ゲーム移行態様となった場合、例えば「７」「７」「７」等が有効ライン上に停
止表示されたことを開始条件として行われるゲームであり、このような特別ゲーム移行態
様となると、所定枚数、例えば１５枚のメダルが払い出されるとともに、通常ゲームと比
較して遊技者にとって有利な特別ゲームを行うことができる。
【００６０】
　この特別ゲームは、いわゆるビッグボーナスと呼ばれるゲームであり、いわゆるレギュ



(9) JP 4237388 B2 2009.3.11

10

20

30

40

50

ラーボーナスと呼ばれるゲームを３回行うことができ、通常ゲームと比較して多くのメダ
ルを獲得できるようになっている。
　前記レギュラーボーナスの遊技は、具体的には、図柄表示装置40における図柄の停止態
様が、予め定めたレギュラーボーナスゲーム移行態様となった場合、例えば「Ａ」「Ａ」
「Ａ」が有効ライン上に停止表示されたことを開始条件として行われるゲームであり、こ
のようなレギュラーボーナス移行態様となると、所定枚数、例えば１５枚のメダルが払い
出されるとともに、レギュラーボーナスの遊技を行うことができる。
【００６１】
　このレギュラーボーナスのゲームでは、所定枚数のメダルを投入してスタートスイッチ
60を操作し、回転リール42 の回転を開始させた後、各ストップスイッチ70を操作して各
回転リール42の回転を停止させる。
　そして、有効ライン上に停止表示された図柄の組合せが、予め定めた所定の図柄の停止
表示態様となった場合、例えば「Ａ」「エンジェル」「エンジェル」が停止表示されると
、１５枚のメダルが払い出されるか、あるいは機内に貯留されるクレジットに加算される
。なお、このレギュラーボーナスゲームにおいては、乱数抽選手段150による乱数の抽選
時において、図柄表示装置40に表示される図柄の停止態様が、例えば「Ａ」「エンジェル
」「エンジェル」と抽選される確率は、通常ゲームにおいて、図柄表示装置40に表示され
る図柄の停止態様が、予め定めた当たりの図柄の組み合わせとなる抽選確率よりも高確率
、例えば４／５に設定されている。
【００６２】
　このレギュラーボーナスの遊技では、最大ゲーム回数と最大入賞回数が制限されていて
、例えば上記した遊技が、最大遊技回数である１２回行われるか、または、上記した入賞
が、最大入賞回数である８回に達すると、レギュラーボーナスの遊技が終了する。
　特別ゲームにおいても、上記した通常ゲームにおけると同様に、乱数抽選手段150にお
ける乱数の抽選にもとづいて、電子的制御装置130内でソフトウェア的に当たりを発生さ
せる条件が決定し、この当たりが発生する条件が整うと、遊技者によるストップスイッチ
70の操作タイミングにもとづいて、図柄表示装置40に表示される図柄が停止する。
【００６３】
　すなわち、各図柄表示装置40の停止制御は、乱数抽選手段150による乱数の抽選と、遊
技者によるストップスイッチ70の操作とにもとづいて行われる。
（停止制御解除手段）
　上記停止制御解除手段163は、例えば特別ゲーム制御手段162による特別ゲームの終了後
、各ストップスイッチ70のストップ信号に従って、各図柄表示装置40の移動表示を停止さ
せる停止制御解除ゲームを行わせる部分である。
　すなわち、停止制御解除ゲームは、停止制御解除手段163により停止制御が解除される
ことにより行われ、停止制御解除手段163により停止制御が解除されると、乱数抽選手段1
50による乱数の抽選にもとづく制御が解除され、遊技者による各ストップスイッチ70の操
作のみにもとづいて、図柄表示装置40の停止制御が行われる。また、停止制御解除手段16
3は、停止制御解除ゲームに移行すると、ゲーム状況表示部123に、現在のゲーム状況を表
示させる。具体的には、停止制御解除手段163は、ゲーム状況表示部123の「フリーゲーム
」の表示部分のランプを点灯あるいは点滅させる。
（ゲーム結果判定手段）
　上記ゲーム結果判定手段164は、通常ゲーム制御手段161による通常ゲーム、特別ゲーム
制御手段162による特別ゲーム、及び停止制御解除手段163による停止制御解除ゲームのゲ
ーム結果を判定する部分である。
【００６４】
　このゲーム結果判定手段164における判定結果に基づき、所定枚数のメダルが払い出さ
れたり、特別ゲームへの移行が決定したりする。
（回数計数手段）
　上記回数計数手段170は、停止制御解除手段163による停止制御解除ゲームのゲーム回数
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を計数する部分である。
【００６５】
　回数計数手段170には、図１に示すように、ゲーム回数計数手段171を備えている。
　このゲーム回数計数手段171は、停止制御解除手段163からのゲーム信号にもとづいて、
停止制御解除手段163による停止制御解除ゲームのゲーム回数を計数する部分である。
【００６６】
　このゲーム回数計数手段171で計数した停止制御解除ゲームのゲーム回数が、回数表示
装置120のゲーム回数表示部121の左側の７セグメント表示器に表示される。なお、回数表
示装置120のゲーム回数表示部121の右側の７セグメント表示器には、
予め定めた停止制御解除ゲームの最大ゲーム回数が表示される。
（条件判定手段）
　上記条件判定手段180は、特別ゲーム制御手段162による特別ゲームから停止制御解除手
段163による停止制御解除ゲームへの移行条件、及び停止制御解除手段163による停止制御
解除ゲームから通常ゲーム制御手段161による通常ゲームへの移行条件を判定する部分で
ある。
（開始条件判定手段、終了条件判定手段）
　条件判定手段180には、図１に示すように、開始条件判定手段181と、終了条件判定手段
182とを備えいている。
【００６７】
　上記開始条件判定手段181は、特別ゲーム制御手段162からの特別ゲーム終了信号にもと
づいて、停止制御解除手段163による停止制御解除ゲームを開始させる部分である。
　上記終了条件判定手段182は、回数計数手段170により計数した停止制御解除ゲームのゲ
ーム回数が、所定のゲーム回数に達したことを条件に、停止制御解除手段163による停止
制御解除ゲームを終了させる部分である。
（電子的制御装置によるゲーム制御）
　つぎに、上記したスロットマシン10における電子的制御装置130によるゲーム制御を、
特に停止制御解除ゲームの開始及び終了に重点をおいて説明する。
【００６８】
　遊技者が、スロットマシン10にメダルを投入して、スタートスイッチ60を操作すると、
図柄表示装置40において、複数の図柄の移動表示が開始する。
　電子的制御装置130では、乱数発生手段140により、図柄表示装置40における図柄の停止
態様を決定するための乱数を発生させるとともに、乱数抽選手段150によりスタートスイ
ッチ60のスタート信号にもとづいて、前記乱数発生手段140により発生した乱数を抽選す
る。
【００６９】
　遊技者がストップスイッチ70を操作すると、ゲーム制御手段160では、乱数抽選手段150
により抽選した抽選乱数と、ストップスイッチ70からのストップ信号とにもとづいて、図
柄表示装置40における図柄の移動表示を停止させる。
　このような通常ゲームは、通常ゲーム制御手段161の制御にもとづいて行われるととも
に、図柄表示装置40の停止制御は、乱数抽選手段150により抽選した乱数、及び遊技者に
よるストップスイッチ70の操作の双方に基づいて行われる。抽選乱数、及び遊技者による
ストップスイッチ70の操作の双方にもとづく、図柄表示装置40の停止制御としては、遊技
者に違和感を与えないようにするために、例えば乱数抽選手段150により抽選した乱数に
もとづき図柄の停止態様が決定されるが、遊技者がストップスイッチ70の操作した際に、
決定された図柄の停止態様に従って、図柄の移動表示を停止させることが自然である場合
、すなわちストップスイッチ70を操作してから、例えば５０ｍｍｓｅｃ未満で図柄表示装
置40による図柄の移動表示を停止させることで、決定された図柄の停止態様を停止表示さ
せることができる場合には、決定された図柄の停止態様が図柄表示装置40に停止表示され
るようにし、決定された図柄の停止態様に従って、図柄の移動表示を停止させることが不
自然である場合、すなわちストップスイッチ70を操作してから、例えば５０ｍｍｓｅｃ以
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上たってから図柄表示装置40による図柄の移動表示を停止させないと、決定された図柄の
停止態様を停止表示させることができない場合には、ストップスイッチ70を操作してから
、例えば５０ｍｍｓｅｃ以内に図柄表示装置40による図柄の移動表示を停止させ、決定さ
れた図柄の停止態様を図柄表示装置40に停止させないようにしている。
【００７０】
　ゲーム結果判定手段164では、図柄表示装置40におけるシンボルマークの停止態様を判
定し、予め定めた所定の組み合わせ、例えば「キング」「キング」「キング」が有効ライ
ン上に停止表示された場合には、所定数、例えば８枚のメダルを賞として払い出す。
　また、ゲーム結果判定手段164において、図柄表示装置40における図柄の停止態様が特
別ゲーム移行態様、例えば「７」「７」「７」であると判定された場合には、特別ゲーム
制御手段162により、通常ゲームと比較して遊技者に有利な特別ゲーム、例えばビッグボ
ーナスのゲームを行わせる。
【００７１】
　このビッグボーナスのゲームは、レギュラーボーナスのゲームを３回行うことができる
ゲーム態様である。また、レギュラーボーナスのゲームでは、最大ゲーム回数である１２
回のゲームが行われるか、または、最大入賞回数である８回の入賞に達すると、レギュラ
ーボーナスの遊技が終了する。
　条件判定手段180では、開始条件判定手段181により、特別ゲーム制御手段162からの特
別ゲーム終了信号にもとづいて、停止制御解除手段163による停止制御解除ゲームを開始
させる。
【００７２】
　停止制御解除ゲームは、乱数抽選手段150により抽選した乱数による停止制御を解除し
て、遊技者によるストップスイッチ70の操作のみにもとづいて、図柄表示装置40における
図柄の停止が制御される。すなわち、ストップスイッチ70からのストップ信号のみに従っ
て、図柄表示装置40の移動表示を停止させる。
　したがって、遊技者は、自らの技術を介入させてストップスイッチ70を操作することが
でき、図柄表示装置40に移動表示される図柄は、遊技者によるストップスイッチ70の操作
タイミングにもとづいて停止する。実際には、図柄表示装置40における図柄の移動表示は
、ストップスイッチ70の操作と同時に停止するのではなく、ストップスイッチ70を操作し
てから所定の遅延時間が経過した後、例えば３０ｍｓｅｃの遅延時間の経過後に、図柄表
示装置40における各図柄が停止する。
【００７３】
　このような停止制御解除ゲームでは、回数計数手段170によりゲーム回数を計数し、計
数結果は、スロットマシン10の前面に配置した回数表示装置120のゲーム回数表示部121に
表示され、遊技者に報知される。
　具体的には、停止制御ゲームにおけるゲーム回数は、７セグメント表示器における数字
により表示される。
【００７４】
　条件判定手段180では、終了条件判定手段182により、回数計数手段170で計数した停止
制御解除ゲームのゲーム回数が、所定のゲーム回数、例えば２０回に達したことを条件に
、停止制御解除ゲームを終了させる。
　なお、上記した実施の形態では、特別ゲームは、例えばボーナスゲームであると説明し
たが、特別ゲームは、通常ゲームと異なるゲームであればよく、例えばレギュラーボーナ
スゲームであってもよい。
【００７５】
　また、上記した実施の形態では、開始条件判定手段181により、停止制御解除ゲーム移
行条件として、例えば特別ゲーム制御手段162からの特別ゲーム終了信号にもとづいて、
停止制御解除手段163による停止制御解除ゲームを開始させると説明した。
　しかし、停止条件解除ゲーム移行条件は、これに限られず、例えば通常ゲーム中、図柄
表示装置40の停止態様が特定の態様である場合に、各ストップスイッチ70のストップ信号
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に従って、図柄表示装置40の移動表示を停止させる停止制御解除ゲームを行わせるように
してもよい。
【００７６】
　また、上記した実施の形態では、停止制御解除手段163は、各ストップスイッチ70のス
トップ信号に従って、図柄表示装置40の移動表示を停止させる停止制御解除ゲームを行わ
せると説明した。
　しかし、停止制御解除ゲームは、これに限られず、各ストップスイッチ70のうち、少な
くとも１つのストップスイッチ70のみについて、ストップスイッチ70のストップ信号に従
って図柄表示装置40の移動表示を停止させるようにしてもよい。この場合、停止制御解除
手段163は、例えば最初に移動表示を停止させる図柄表示装置40に対応するストップスイ
ッチ70のみ、ストップスイッチ70のストップ信号に従って図柄表示装置40の移動表示を停
止させる。なお、他のストップスイッチ70によって図柄の移動表示を停止させる図柄表示
装置40については、例えば最初に移動表示を停止した図柄表示装置40に停止表示された図
柄に対応した、予め定められた停止図柄の組合せ情報、あるいは停止表示された図柄に対
応した、予め定められた優先順位情報にもとづいて停止制御される。
【００７７】
　このように、少なくとも１つのストップスイッチ70のみについて、ストップスイッチ70
のストップ信号に従って、図柄表示装置40の移動表示を停止させるようにすることで、ス
トップスイッチ70を操作して、意図する図柄を表示窓41に停止表示させることが困難な遊
技者であってもある程度の利益が得られるようにすることができるから、遊技者の技量に
によって得られる利益に著しい差が生ずることなく、遊技者に著しい不公平感を抱かせる
ことがない。
【００７８】
　また、上記した実施の形態においては、ゲーム回数表示部121の右側の７セグメント表
示器に表示される最大ゲーム回数は、予め固定されたものであってもよいし、あるいは、
停止制御解除ゲームの度に、最大ゲーム回数を抽選により決定するものであってもよい。
（実施の形態の第２の例）
　つぎに、本発明に係るスロットマシンの実施の形態の第２の例を説明する。
【００７９】
　図５は、第２の例に係るスロットマシンの概略構成を示したブロック図である。
　この第２の例に係るスロットマシン210は、図５に示すように、上記した第１の例に係
るスロットマシン10と比較して、電子的制御装置130内の回数計数手段170に、ゲーム回数
計数手段171の他に、入賞回数計数手段172を備えた点と、回数表示装置120に、ゲーム回
数表示部121の他に、入賞回数表示部122を備えた点が相違する。
【００８０】
　したがって、上記した相違点のみを説明し、その他の手段等には、同一の符号を付して
説明を省略する。
　第２の例に係るスロットマシン210は、図５に示すように、電子的制御装置130内の回数
計数手段170に、停止制御解除手段163からのゲーム信号にもとづいて、停止制御解除手段
163による停止制御解除ゲームのゲーム回数を計数するゲーム回数計数手段171と、入賞回
数計数手段172とを備えている。
【００８１】
　また、図５に示すように、回数表示装置120には、ゲーム回数計数手段171により計数し
た停止制御解除ゲームのゲーム回数を表示するゲーム回数表示部121と、入賞回数計数手
段172により計数した停止制御解除ゲームの入賞回数を表示する入賞回数表示部122とを備
えている。
（入賞回数計数手段）
　上記入賞回数計数手段172は、ゲーム結果判定手段164からの入賞信号にもとづいて、停
止制御解除手段163による停止制御解除ゲーム中の入賞回数を計数する部分である。
【００８２】
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　この入賞回数計数手段172で計数した停止制御解除ゲームにおける入賞回数が、回数表
示装置120の入賞回数表示部122の左側の７セグメント表示器に表示される。なお、回数表
示装置120の入賞回数表示部122の右側の７セグメント表示器には、予め定めた最大入賞回
数が表示される。
（停止制御解除ゲームの終了条件判定）
　この第２の例に係るスロットマシン210の電子的制御装置130では、上記した第１の例に
係るスロットマシン10と同様の手順によりゲーム制御を行って、停止制御解除ゲームに移
行させる。
【００８３】
　そして、終了条件判定手段182では、ゲーム回数計数手段171からのゲーム回数信号にも
とづいて、停止制御解除手段163による停止制御解除ゲームのゲーム回数が、所定のゲー
ム回数に達するか、入賞回数計数手段172からの入賞回数信号にもとづいて、停止制御解
除手段163による停止制御解除ゲームにおける入賞回数が、所定の入賞回数に達するか、
いずれか先に達成された条件に従って、停止制御解除ゲームを終了させる。
【００８４】
　具体的には、例えば停止制御解除ゲームの最大ゲーム回数が２０回、最大入賞回数が８
回等のように設定される。
　この場合、停止制御解除ゲームが２０回行われるまでの間に、８回の入賞があると、停
止制御解除ゲームはその時点で終了させられる。また、８回の入賞がない場合には、最大
可能ゲーム回数である２０回まで、停止制御解除ゲームを行うことができる。
（実施の形態の第３の例）
　つぎに、本発明に係るスロットマシンの実施の形態の第３の例を説明する。
【００８５】
　図６は、第３の例に係るスロットマシンの概略構成を示したブロック図である。
　この第３の例に係るスロットマシン220は、図６に示すように、上記した第１の例に係
るスロットマシン10と比較して、電子的制御装置130内の条件判定手段180に、開始条件判
定手段181、終了条件判定手段182の他に、中断条件判定手段183を備えた点と、ゲーム制
御手段160に、通常ゲーム制御手段161、特別ゲーム制御手段162、停止制御解除手段163、
ゲーム結果判定手段164の他に、停止制御解除一時中断手段165を備えた点が相違する。
【００８６】
　したがって、上記した相違点のみを説明し、その他の手段等には、同一の符号を付して
説明を省略する。
　第３の例に係るスロットマシン220は、図６に示すように、電子的制御装置130内の条件
判定手段180に、特別ゲーム制御手段162からの特別ゲーム終了信号にもとづいて、停止制
御解除手段163による停止制御解除ゲームを開始させる開始条件判定手段181と、回数計数
手段170より計数した停止制御解除ゲームのゲーム回数が、所定のゲーム回数に達したこ
とを条件に、停止制御解除手段163による停止制御解除ゲームを終了させる終了条件判定
手段182と、中断条件判定手段183とを備えている。
【００８７】
　また、図６に示すように、電子的制御装置130内のゲーム制御手段160に、通常ゲームを
制御する通常ゲーム制御手段161と、この通常ゲームの結果、図柄表示装置40の停止態様
が特別ゲーム移行態様に一致したことを条件に、通常ゲームより遊技者に有利な特別ゲー
ムを行わせる特別ゲーム制御手段162と、この特別ゲーム制御手段162による特別ゲームの
終了後、ストップスイッチ70のストップ信号に従って、図柄表示装置40の移動表示を停止
させる停止制御解除ゲームを行わせる停止制御解除手段163と、通常ゲーム制御手段161に
よる通常ゲーム、特別ゲーム制御手段162による特別ゲーム、及び停止制御解除手段163に
よる停止制御解除ゲームのゲーム結果を判定するゲーム結果判定手段164と、停止制御解
除一時中断手段165とを備えている。
（中断条件判定手段）
　上記中断条件判定手段183は、停止制御解除手段163による停止制御解除ゲームにおいて
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、図柄表示装置40における図柄の停止態様が特別ゲーム移行態様に一致する可能性がある
かを判定する部分である。
（停止制御解除一時中断手段）
　上記停止制御解除一時中断手段165は、中断条件判定手段183からの中断判定信号の入力
を条件に図柄表示装置40の停止態様が特別ゲーム移行態様に一致しないように図柄表示装
置40の停止態様を制御する部分である。
（停止制御解除ゲーム中のゲーム制御）
　この第３の例に係るスロットマシン220の電子的制御装置130では、上記した第１の例に
係るスロットマシン10と同様の手順によりゲーム制御を行って、停止制御解除ゲームに移
行させる。
【００８８】
　そして、停止制御解除ゲームにおいて、条件判定手段180の中断条件判定手段183により
、図柄表示装置40における図柄の停止態様が特別ゲーム移行態様に一致する可能性がある
かを判定する。
　具体的には、例えば図柄表示装置40における図柄の停止態様が特別ゲーム移行態様、例
えば「７」「７」「７」で停止する可能性があるか否かを判定する。
【００８９】
　そして、特別ゲーム移行態様に一致する可能性があると判定した場合には、ゲーム制御
手段160の停止制御解除一時中断手段165により、図柄表示装置40の停止態様が特別ゲーム
移行態様に一致しないように図柄表示装置40における図柄の停止態様を制御する。
　すなわち、遊技者によるストップスイッチ70の操作により、例えば図柄表示装置40おけ
る有効ライン上の図柄が、左側から順に「７」「７」と停止した場合に、遊技者が右側の
図柄を「７」で停止させようと、ストップスイッチ70を操作しても、停止制御解除一時中
断手段165により、図柄は「７」以外の停止態様、例えば「クイーン」で停止するように
制御する。
【００９０】
　したがって、停止制御解除ゲーム中には、図柄表示装置40の停止態様が特別ゲーム移行
態様とはならず、停止制御解除ゲーム中にさらに特別ゲームに移行して、無制限に特別ゲ
ームが継続されることを防止することができる。
　そして、終了条件判定手段182により、回数計数手段170で計数した停止制御解除ゲーム
のゲーム回数が、所定のゲーム回数、例えば２０回に達したことを条件に、停止制御解除
ゲームを終了させる。
（実施の形態の第４の例）
　つぎに、本発明に係るスロットマシンの実施の形態の第４の例を説明する。
【００９１】
　図７は、第４の例に係るスロットマシンの概略構成を示したブロック図である。
　この第４の例に係るスロットマシン230は、図７に示すように、上記した第１の例に係
るスロットマシン10と比較して、電子的制御装置130内の条件判定手段180に、開始条件判
定手段181、終了条件判定手段182の他に、中断条件判定手段183を備えた点と、ゲーム制
御手段160に、通常ゲーム制御手段161、特別ゲーム制御手段162、停止制御解除手段163、
ゲーム結果判定手段164の他に、停止制御解除一時中断手段165を備えた点と、回数計数手
段170に、ゲーム回数計数手段171の他に、入賞回数計数手段172を備えた点と、回数表示
装置120に、ゲーム回数表示部121の他に、入賞回数表示部122を備えた点が相違する。
【００９２】
　すなわち、第４の例に係るスロットマシン230は、図７に示すように、上記した第３の
例に係るスロットマシン220と比較して、回数計数手段170に、ゲーム回数計数手段171の
他に、入賞回数計数手段172を備えた点と、回数表示装置120に、ゲーム回数表示部121の
他に、入賞回数表示部122を備えた点が相違する。
　したがって、上記した相違点のみを説明し、その他の手段等には、同一の符号を付して
説明を省略する。
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【００９３】
　第４の例に係るスロットマシン230は、図７に示すように、電子的制御装置130内の条件
判定手段180に、特別ゲーム制御手段162からの特別ゲーム終了信号にもとづいて、停止制
御解除手段163による停止制御解除ゲームを開始させる開始条件判定手段181と、回数計数
手段170より計数した停止制御解除ゲームのゲーム回数が、所定のゲーム回数に達したこ
とを条件に、停止制御解除手段163による停止制御解除ゲームを終了させる終了条件判定
手段182と、停止制御解除手段163による停止制御解除ゲームにおいて、図柄表示装置40の
停止態様が特別ゲーム移行態様に一致する可能性があるかを判定する中断条件判定手段18
3とを備えている。
【００９４】
　また、図７に示すように、電子的制御装置130内のゲーム制御手段160に、通常ゲームを
制御する通常ゲーム制御手段161と、この通常ゲームの結果、図柄表示装置40の停止態様
が特別ゲーム移行態様に一致したことを条件に、通常ゲームより遊技者に有利な特別ゲー
ムを行わせる特別ゲーム制御手段162と、この特別ゲーム制御手段162による特別ゲームの
終了後、ストップスイッチ70のストップ信号に従って、図柄表示装置40の移動表示を停止
させる停止制御解除ゲームを行わせる停止制御解除手段163と、通常ゲーム制御手段161に
よる通常ゲーム、特別ゲーム制御手段162による特別ゲーム、及び停止制御解除手段163に
よる停止制御解除ゲームのゲーム結果を判定するゲーム結果判定手段164と、中断条件判
定手段183からの中断判定信号の入力を条件に図柄表示装置40の停止態様が特別ゲーム移
行態様に一致しないように図柄表示装置40の停止態様を制御する停止制御解除一時中断手
段165とを備えいている。
【００９５】
　また、図７に示すように、電子的制御装置130内の回数計数手段170に、停止制御解除手
段163からのゲーム信号にもとづいて、停止制御解除手段163による停止制御解除ゲームの
ゲーム回数を計数するゲーム回数計数手段171と、ゲーム結果判定手段164からの入賞信号
にもとづいて、停止制御解除手段163による停止制御解除ゲーム中の入賞回数を計数する
入賞回数計数手段172とを備えている。
【００９６】
　また、図７に示すように、回数表示装置120には、ゲーム回数計数手段171により計数し
た停止制御解除ゲームのゲーム回数を表示するゲーム回数表示部121と、入賞回数計数手
段172により計数した停止制御解除ゲームの入賞回数を表示する入賞回数表示部122とを備
えている。
（停止制御解除ゲーム中のゲーム制御及び終了条件判定）
　この第４の例に係るスロットマシン230の電子的制御装置130では、上記した第１の例に
係るスロットマシン10と同様の手順によりゲーム制御を行って、停止制御解除ゲームに移
行させる。
【００９７】
　そして、上記した第３の例に係るスロットマシン10と同様の手順により、停止解除ゲー
ム中のゲーム制御を行うとともに、上記した第２の例に係るスロットマシン10と同様の手
順により、停止制御解除ゲームの終了条件の判定を行う。
　すなわち、このスロットマシン10では、停止制御解除ゲームにおいて、条件判定手段18
0の中断条件判定手段183により、図柄表示装置40における図柄の停止態様が特別ゲーム移
行態様に一致する可能性があるかを判定する。
【００９８】
　そして、特別ゲーム移行態様に一致する可能性があると判定した場合には、ゲーム制御
手段160の停止制御解除一時中断手段165により、図柄表示装置40における図柄の停止態様
が特別ゲーム移行態様に一致しないように図柄表示装置40における図柄の停止態様を制御
する。
　具体的には、遊技者によるストップスイッチ70の操作により、例えば図柄表示装置40お
ける有効ライン上の図柄が、左側から順に「７」「７」と停止した場合に、遊技者が右側
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の図柄を「７」で停止させようと、ストップスイッチ70を操作しても、停止制御解除一時
中断手段165により、右側の図柄を「７」以外の停止態様、例えば「クイーン」で停止す
るように制御する。
【００９９】
　終了条件判定手段182では、ゲーム回数計数手段171からのゲーム回数信号にもとづいて
、停止制御解除手段163による停止制御解除ゲームのゲーム回数が、所定のゲーム回数に
達するか、入賞回数計数手段172からの入賞回数信号にもとづいて、停止制御解除手段163
による停止制御解除ゲームにおける入賞回数が、所定の入賞回数に達するか、いずれか先
に達成された条件に従って、停止制御解除ゲームを終了させる。
【０１００】
　具体的には、停止制御解除ゲームの最大可能ゲーム回数が２０回、最大可能入賞回数が
８回等のように設定され、停止制御解除ゲームが２０回行われるまでの間に、８回の入賞
があると、停止制御解除ゲームはその時点で終了させられる。また、８回の入賞がない場
合には、最大可能ゲーム回数である２０回まで、停止制御解除ゲームを行うことができる
。
【０１０１】
　したがって、遊技者の技術介入が可能な停止制御解除ゲームにおける利益に上限を設け
ることができるとともに、通常ゲームと比較して遊技者にとって有利な特別ゲームにおけ
る利益にも上限を設けることができるので、遊技者と遊技店との利益を均衡を図ることが
できる。
【０１０２】
【発明の効果】
　本発明は、以上のように構成されているので、以下に記載されるような効果を奏する。
　請求項１記載の発明によれば、次のような効果を奏する。
　すなわち、請求項１記載の発明によれば、特定の条件にもとづいて行われる抽選乱数に
もとづく停止制御を解除したゲームにおいて、特別ゲームには移行できないように制御す
ることにより、遊技店の利益を不当に害することがないスロットマシンを提供することが
できる。
【０１０３】
【０１０４】
【０１０５】
【０１０６】
【０１０７】
【図面の簡単な説明】
【図１】　第１の例に係るスロットマシンの概略構成を示したブロック図である。
【図２】　スロットマシンの正面図である。
【図３】　回数表示装置の正面図である。
【図４】　ゲーム状況表示部の正面図である。
【図５】　第２の例に係るスロットマシンの概略構成を示したブロック図である。
【図６】　第３の例に係るスロットマシンの概略構成を示したブロック図である。
【図７】　第４の例に係るスロットマシンの概略構成を示したブロック図である。
【符号の説明】
10 スロットマシン（第１の例）　　20　本体
30 フロントパネル　　　　　　　　40　図柄表示装置
41 表示窓　　　　　　　　　　　　42　回転リール
50 有効ライン表示　　　　　　　　60　スタートスイッチ
70 ストップスイッチ　　　　　　　80　メダル投入口
90 メダル投入スイッチ　　　　　 100　精算スイッチ
110 メダル排出皿　　　　　　　　 120　回数表示装置
121 ゲーム回数表示部　　　　　　 122　入賞回数表示部
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123 ゲーム状況表示部　　　　　　 130　電子的制御装置
140 乱数発生手段　　　　　　　　 150　乱数抽選手段
160 ゲーム制御手段　　　　　　　 161　通常ゲーム制御手段
162 特別ゲーム制御手段　　　　　 163　停止制御解除手段
164 ゲーム結果判定手段　　　　　 165　停止制御解除一時中断手段
170 回数計数手段　　　　　　　　 171　ゲーム回数計数手段
172 入賞回数計数手段　　　　　　 180　条件判定手段
181 開始条件判定手段　　　　　　 182　終了条件判定手段
183 中断条件判定手段　　　　　　 190　Ｉ／Ｏ
200 ドライバ　　　　　　　　　　 210　スロットマシン（第２の例）
220 スロットマシン（第３の例）　 230　スロットマシン（第４の例）

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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